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成
り
立
ち
に
つ
い
て

亀
岡
生
涯
学
習
市
民
大
学
は
、
昭
和
六

十
三
年(

一
九
八
八
年)

三
月
の
生
涯
学
習

都
市
宣
言
を
受
け
、
亀
岡
市
の
生
涯
学
習

の
三
大
シ
ン
ボ
ル
講
座(

コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
カ
メ
オ
カ
、市
民
大
学
、丹
波
学
ト
ー

ク)

の
一
つ
と
し
て
平
成
元
年
（
一
九
八

九
年
）
に
開
校
。
学
長
に
は
、
亀
岡
市
在

住
で
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
上
田
正
昭
先

生
を
迎
え
、
本
年
度
で
十
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
市
民
大
学
は
、
住
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
の
高
度
化
に
対
応
し
た
高
等
教
育
レ
ベ

ル
の
講
座
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
大

学
教
育
の
経
験
を
持
つ
教
授
な
ど
に
よ
る

高
度
な
学
習
内
容
を
市
民
向
け
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
で
の
独
自
の
表
彰

生
涯
学
習
賞
は
亀
岡
市
生
涯
学
習
都
市
宣

言
の
「
人
間
の
尊
重
を
基
本
と
し
て
、
生
涯

に
わ
た
り
学
び
続
け
、
そ
の
成
果
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
く
」（
抜
粋
）と
い
う
基

本
理
念
を
全
国
に
発
信
し
、
ま
た
全
国
各
地

域
の
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
寄
与
し
、
市
民
の
学
習
意
欲
と
文
化
水
準

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

十
三
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
表
彰

本
賞
は
長
年
に
わ
た
り
生
涯
学
習
な
ど
の

研
究
活
動
・
実
践
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
推

進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
個
人
あ
る
い
は

団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
、
生
涯
学
習
賞
選
考
委

員
会
（
選
考
委
員
長
上
田
正
昭
京
都
大
学
名

誉
教
授
）
が
選
考
し
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

毎
年
十
一
月

三
日
に
本
賞
を

発
表
し
、
賞
状

及
び
副
賞
（
大

賞
百
万
円
、
奨

励
賞
三
十
万
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

第
一
回
目
は
生
涯
学
習
大
賞
『
石
田
梅
岩

賞
』
に
「
エ
ッ
ト
ー
レ
・
ジ
ェ
ル
ピ
」（
ユ
ネ

ス
コ
生
涯
教
育
部
門
の
元
責
任
者
）、
生
涯

学
習
奨
励
賞
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
協
会
」（
生
涯
学
習
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援
な
ど
広
範
な
活

動
を
展
開
）
に
贈
呈
。

第
二
回
目
は
生
涯
学
習
奨
励
賞
に
「
寄
ろ

会
み
な
ま
た
」（
水
俣
病
の
貴
重
な
教
訓
を

生
か
し
市
民
が
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
に
つ

な
が
る
活
動
を
展
開
）、「
亀
岡
市
吹
奏
楽

団
」(

長
年
の
演
奏
活
動
を
通
じ
地
域
の
音
楽

文
化
の
発
展
に
貢
献)
、「
花
と
緑
の
会
」（
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
先
駆

的
取
組
み
を
展

開
）
の
３
団
体
を

ガ
レ
リ
ア
か
め
お

か
で
表
彰
し
ま
し

た
。

（
亀
岡
市
生
涯
学
習
総
務
課
　
竹
村
）

詳
細
は
亀
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
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も
し
く
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
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を
ご
参
照
下
さ
い
。

十
五
周
年
を
迎
え
た
亀
岡
生
涯
学
習
市
民
大
学
と
は
！

市
民
の
主
体
的
な
運
営
形
態
へ

平
成
四
年
度
か
ら
は
、
受
講
生
の
中
か

ら
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
企
画
・
運
営

に
市
民
が
主
体
的
な
立
場
で
取
り
組
み
、

「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の

市
民
大
学
」
を
目
指
し
、
講
座
内
容
に

あ
っ
て
も
幅
広
い
学
習
ニ
ー
ズ
や
、
社
会

の
課
題
に
即
応
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
日
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
市

民
参
画
に
よ
る
運
営
委
員
会
に
よ
り
、
市

民
の
学
習
の
継
続
や
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
循
環
型
の
生
涯
学
習
理
念
に
沿
っ
た

学
習
活
動
や
、
社
会
的
な
活
動
支
援
に
も

重
点
を
お
い
た
市
民
大
学
の
学
習
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、「
人
づ
く
り
」
を
基
本
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

亀岡生涯学習市民大学学長（京都大学名誉教授）
上田正昭先生による講演

朝鮮学校と日本学校との交流の中で

（
亀
岡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
藤
田
）

〜
大
賞
百
万
円
を
贈
呈
！
〜�

平
成
十
五
年
度
全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
後
援
事
業�

第
三
回
「
生
涯
学
習
賞
」
今
年
も
表
彰�

エットーレ・ジェルピ氏の受賞

生涯学習奨励賞の贈呈式


